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（ＡＡ紹介） 

Alcoholics  Anonymous® 

 Alcoholics Anonymous® is a fellowship of men and 

women who share their experience, strength and hope 

with each other that they may solve their common 

problem and help others to recover from alcoholism. 

 The only requirement for membership is a desire to 

stop drinking. There are no dues or fees for ＡＡ. 

membership; we are self-supporting through our own 

contributions. 

 ＡＡ. is not allied with any sect, denomination, politics, organization or institution; does 

not wish to engage in any controversy; neither endorses nor opposes any causes. 

 Our primary purpose is to stay sober and help other alcoholics to achieve sobriety.  
                                        Copyright © by ＡＡ. Grapevine, Inc. reprinted with permission 

 

アルコホーリクス・アノニマス® 

Alcoholics Anonymous® 

 

 アルコホーリクス・アノニマス® は、経験
けいけん

と 力
ちから

と希望
き ぼ う

を分
わ

かち合
あ

って共 通
きょうつう

する問題
もんだい

を解決
かいけつ

し、ほかの人
ひと

たちもアルコホリズムから回復
かいふく

するように

手助け
てだす

したいという共同体
きょうどうたい

である。 

 ＡＡのメンバーになるために必要
ひつよう

なことはただ一つ
ひ と つ

､飲酒
いんしゅ

をやめたいとい

う願い
ね が い

だけである。会費
か い ひ

もないし､料金
りょうきん

を払う
はら

必要
ひつよう

もない。私たち
わたし

は自分
じ ぶ ん

た

ちの献金
けんきん

だけで自立
じ り つ

している｡ 

 ＡＡはどのような 宗 教
しゅうきょう

、宗派
しゅうは

、政党
せいとう

、組織
そ し き

、団体
だんたい

にも縛られて
しば

いない｡ま

た、どのような論争
ろんそう

や運動
うんどう

にも参加
さ ん か

せず、支持
し じ

も反対
はんたい

もしない。 

 私たち
わたし

の本来
ほんらい

の目的
もくてき

は、飲まないで
の

生きて
い

いくことであり、ほかのアルコ

ホーリクも飲まない
の

生
い

き方
かた

を達成
たっせい

するように手助け
てだす

することである｡ 

 

                            (この序文の著作権はＡＡ.グレープバイン社にあり、その許可のもとに再録)
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2015年9月9日発行  №33 発行・ＡＡ滋賀 専門家協力委員会 

連 絡 先：ＡＡ 滋 賀 

ＡＡ滋賀事務局：大津市田辺町２－５   電話：０９０－３３５４－０８５０   ファックス：０７７－５３７－５４４２   メール：ｃｃｅ５７３８０＠ｎｙｃ．ｏｄｎ．ｎｅ．ｊｐ 

ホームページ http://www.geocities.jp/shiganoＡＡ/   ＡＡ滋賀  で検索を。 

 

 

 

 

 

  
 
 

              カトリック草津教会  

                   ジ ャ ク ソ ン 神 父  

 

 

 はじめてＡＡのことを聞いたのは小学生時

代［1930 年代］。友達の御両親二人ともアル

中でしたが、ある日、そのお母さんは「今晩

ＡＡのミーティングに行く」と言った。それ

を聞いた時に、ＡＡ のことを聞いたことがな

かったので、ＡＡＡ（米国自動車安全協会）

と思った。どうしてそんな会議に行くのかと

不思議に思った。 

 自分の家族の中でアル中の問題が結構あっ

た。一人の親戚は飲酒運転をして交通事故で

亡くなった。市電の停留所の防壁にぶつかっ

た。幸い他に誰もけがをしなかった。 

 神学校時代ＡＡに入っていた神父様が講演

に来た。ウォール街にある教会に赴任してい

た。ウォール街で、どれほどアルコール中毒

が問題になっているかを皆に説明した。父が

ワォール街で働いていたので、私はよく分か

った。ある朝、父と一緒にその事務所へ行く

途中、同僚のメンバーが一緒にフェリーを降

りて一緒に歩いていた。途中彼は精神を整え

るためにバーによった。これこそ深刻な問題

だと自分で思った。 

 証券会社の事務所に立派なバーがあった。

これは「お客様だけのためだ」と説明してい

ただいた。あの神父様のお話を聞いて色々振

り返って、そこで体験したことを思い出した。 

 津教会にいたころ信者の間にアル中の問題

をたくさん聞いた。ＡＡがあればいいなあと

http://www.geocities.jp/shiganoaa/
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思って、名古屋のＡＡに連絡した。皆にＡＡ

を説明する話に来てくださいと頼んだ。それ

で二人が説明会に応じることになった。御聖

堂にたくさんの人々が集まった。配偶者や友

達がアル中なら是非連れて来てくださいと多

くの人を誘った。やはり問題の人が多かった

が、話に来た人々の体験談があまりにも「極

端」であったので、参加する人々は「私はそ

れほど大変じゃないから大丈夫だ」という印

象を受けた。たとえば、話に来た一人の人は

有名な会社に勤めていたが、首になって、離

婚されて、最後に道端に倒れていた。参加し

たアル中はまだそこまで深刻な問題がないか

ら大丈夫だと言って、ＡＡに関心を示さなか

った。 

 やっと一人の婦人の方がＡＡを始めたいと

言ってくださったので、唐崎メリノール・ハ

ウスでブラザーハロルドに会うことになった。

そこからミーティングが始まった。 

 どうしてＡＡが大切かと言うと、私の意見

ですが、Higher Power（ハイヤー・パワー）

が一番ポイントになると思う。 

 日本では、道徳は人間の自我しか認めない。

自我（EGO）は利害関係しか考えない。だから、

自分のために役に立たないとそれを選ばない。

だから、この道徳は自分のために「努力」し

なさいと言う。「自力」しか認めない。 

 しかし、その自我の他に人間の心の中に人

間の力を遥かに超える力が潜んでいる。それ

は神様の「霊」である。 

 

＜付記：ジャクソン神父さんは、ＡＡ草津ミーティング会場の神父さんです。このたび、初めて、ご寄

稿を依頼しましたら、快諾してくださいました。いただいた原稿は、上記のとおりに、日本語で書かれ

ていたことをご紹介します。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    司 法 書 士      馬 殿 貞 爾 

 

 

 

 ＡＡ滋賀のニューズレター秋号に原稿を書

かせていただく機会を与えていただき誠にあ

りがとうございます。 

 私は、ＪＲ大津駅前で司法書士事務所をや

っております。早いもので開業から約８年が

経過しようとしております。 

 普通、司法書士の業務は不動産登記や商業

登記が中心なのですが、私の業務は、普通の

司法書士さんとは少し異なり、「債務整理」

「自己破産」など、いわゆる借金問題を中心

に手がけております。その他にも「成年後見」

認知症の老人や知的障碍者の権利擁護の問題

や、相続問題なども手がけております。 

  

私が今まで業務をおこなってきたなかで一

番多いのが借金問題の解決においでになる方

なのですが、少なからずアルコール依存症の

方がおられます。 

 来所される最初のきっかけは「借金問題の

相談」なのですが、よくよく事情をお聞きす
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ると複合的な依存症の症例をもっておられま

す。 

 その症例とは「アルコール依存」「ギャン

ブル依存」「共依存」などが複雑にからみあ

っています。 

 これは卵が先かニワトリが先かの議論はあ

るのですが、ある日、なにかのきっかけがあ

り借金をされた方が「アルコール依存」「ギ

ャンブル依存」の深みにはまり借金が雪だる

ま式にふくれあがり、最終的には家族を失い

友人を失い、財産を失い自己破産に至る方が

いらっしゃいます。 

皆さんは、借金の怖さというと何を思い浮

かべられるでしょうか？ 

 おそらく、怖～い借金取りのお兄さんがド

アをたたきながら取り立てにくるイメージで

しょうか？ 実際はそんなテレビドラマのよ

うな取立ては現在ではほとんどありません。

むしろそんな取立てをすれば警察につれてい

かれるのがオチなのでそんな事をする業者は

皆無です。 

 それよりももっと怖いのが｢返済への恐怖｣

と「自己否定」へのストレスなのです。 

一般の人が借金をするというのは、自己資

金でまかなえない支出が発生する場合に、貸

金業者から将来にわたる利息を付して借金を

返しますよという約束をしてお金を借りるわ

けです。お金を借りる人というのは貯金など

ほとんどないからお金を借りるわけで、その

返済の原資は将来その人が定期的に受け取る

であろう給料や年金です。毎月月末になると

借金の返済ができるかどうか不安になり、朝

から深夜まで掛持ちで複数の仕事をし、生活

を切り詰めても返済の原資のめどがたたない

恐怖との戦いがいつまでも続くことになりま

す。そして、返済が１日でも遅れるとコール

センターから返済の督促が携帯電話に出なけ

れば何度も何度もかかってきます。そして携

帯電話に出ると返済の約束をさせられ、その

返済日に遅れると「○月○日に×月×日に返

済して頂けるとお約束していただきましたよ

ね。いつ、お支払いただけるのですか？」と

次の返済予定を約束するまで電話を切らせて

もらえず、自分を否定されるように追い詰め

られていきます。 

まともな人であれば「借りたお金は約束ど

おり返すのが当たり前」と考え、その返済を

しようと一生懸命頑張ります。ところが、お

金がないから借金をしたのに、返済は、自分

の給料や年金からしか支払いができません。

そうすると生活を切り詰めるか、過剰な労働

をして返済の原資を確保するしかありません。

そんななかで毎月の｢返済への恐怖｣と「自己

否定」が重なってくると、ついつい「アルコ

ールやギャンブル」に逃避してしまうのです。 

 アルコールは、その段階により「人、酒を

飲み。酒、酒を飲み。酒、人を呑む」とよく

言われます。最初は楽しみで飲んでいたお酒

が、現実逃避の道具として酒を飲むようにな

り、最後は飲酒の苦しみと現実から逃避する

ために酒を呑むようになってしまいます。そ

んなアルコール依存の状態に陥った人は、家

族が去り、友人が去り、仕事が無くなり、財

産も失い、健康を害し、ついには人生に失望

し、さらにアルコールに依存していくように

なります。 

当事務所にいらっしゃった依頼者のなかに

は、３０代でアルコール依存になり肝機能障

害をわずらい、下半身が壊死し切断して最後

に自己破産をされた方や、５０代でアルコー

ル性肝機能障害をわずらい、糖尿病も併発し

て最後は自宅で孤独死された方もいらっしゃ

います。 

 そんな方々が、もっと早くＡＡ滋賀さんな

どの自助グループにつながっていればなぁ～

と、いつも思っています。 

 そんな方々が、最後に頼れるのが、ＡＡ滋

賀さんなどの自助グループだと思います。同

じ悩みをもつ仲間が互いに悩み励ましあいな

がら「今日１日の断酒」を日々継続し、その

成果を共有することで、また「今日１日の断

酒」を続けていけるのだと思います。 

 最後に、ＡＡ滋賀さんの活動が、これから

もアルコールに苦しむ人々の支えになること

を祈念いたします。 
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 今年7月、アメリカのジョージア州アトラン

タで開催されたＡＡ80周年記念大会に、娘を連

れて参加しました。 

 娘は海外も飛行機も初めてで、何日も前から

ドキドキとウキウキで大変でしたが、飛行機の

中ではよく眠っていました・・・。 

 入国審査では面白い(？)ことがありました。 

 旅行の目的を聞かれ、思わず正直に「ＡＡの

集まりがあるので参加するんです」といったと

ころ、「さっきもオーストラリアから来た人がそ

う言ってたよ」と話をしてくれ、「何年やめてい

るんだ？」と聞かれて、答えると「Good for 

you!」と言ってくださいました。本当に国中の

人にＡＡが知られているのだと感じた出来事で

した。 

ミーティングでは、それぞれの話にたくさん

共感できるところがありました。苦しかった経

験、仲間やＡＡプログラムに救われて今がある、

というのは国や宗教、人種が違っていても同じ

だと改めて感じました。50年以上のソーバーの

方々が何名もスピーカーをされたミーティング

があったのですが、印象に残っているのは 60

年以上のソーバーの方が、「最後に酔っぱらった

ことはしっかり覚えている」とおっしゃってい

たことです。 

最後に酔っぱらったこと、大切な人たちをた

くさん傷つけてきたことは、何年飲まないでい

ても忘れてはいけないことだと思います。罪悪

感や自己嫌悪、自己憐憫とは離れたところで、

ずっとそれを心に持っているのは、機会あるた

びに埋め合わせをしていくためにも必要だと思

います。 

今回は娘を連れての参加でしたが、それは私

にとって埋め合わせの一つでした。 

娘は小学校に入る直前に私が引き取り、飲ん

でフラフラになっている私に連れられてミーテ

ィングへ行っていました。私の入院中は、わが

ままも言わずにじっと待っていてくれて、飲ま

なくなってからもミーティングにはいつも連れ

て行っていました。最近はミーティングには殆

ど付いて来なくなりましたが、いつも支えてく

れています。その娘と一緒に参加したかったの

です。もちろん、自分自身への埋め合わせでも

ありました。 

私はＡＡに出会うまで、年齢としては大人だ

けれど親や元夫に依存し、お酒に逃げて依存し、

大人としての役割をせずにいました。 

だけど、私は 20 歳でお酒に出会う前に生き

ることがしんどくてどうしようもなくなってい

たので、お酒に出会ったから、その後も生き続

けることができたんだと思っています。そして

お酒がどうにもならなくなった時、ＡＡに出会

えたことは、恵みでした。そこから支えてくれ

た家族、仲間、スポンサー、主治医にも、言い

表せないくらいの感謝の気持ちでいっぱいです。 

大人として、一個人として、自分が自分の人

生を歩いていくために必要なことを、今更と思

うのではなく、今から身につけていけることを

嬉しく思っています。 

ありがとうございました。 
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2015年７月１日深夜にアトランタ空港へ到

着する。 

翌朝、コンベンションセンターとジョージア

ドームへのアクセスや所要時間を確認するため

にでかけた。まずホテルのロビーへ行くと、昨

夜は無かったのにコーヒーショップの前に

「80YEARS－HAPPY、JYOOUS AND FREE－

ATLANTA2015」の看板とデスクがあり、グリーン

のロゴ入りのTシャツを着た男性が2名座って

いた。 

「おはようございます。日本から来たアルコ

ホーリックの沙羅です」「日本から何十時間かか

って来たの、よく来たね私たちは大変歓迎して

います。コンベンションセンターへ行き手続き

を…」と挨拶を交わす、丁寧にシャトルバスと

マルタ（地下鉄）乗り換えの案内をしてくれた。 

コンベンションセンターに着くと、夜からの

プログラムのはずなのに、歓迎係の人が声を張

り上げて挨拶をしていた。どうもRegistration

（受付）へ行くのに4階分下がっていくようだ。

陽気な外国人（私も外国人）と一緒にエスカレ

ーターを降りていくと、巨大なブースが現れた、

GSOで予約したA4の用紙を受付に出し、名札と

プログラム・書籍を受け取る。4年間東京に滞

在して少し日本語の話せるメンバーがノー・イ

ングリッシュの私に「ホスピス」へ行くように

地図を案内してくれた。私は“言葉のハンディ

キャップ”だが、ビッグミーティング用の“通

訳トランジスターラジオ”を用意していてくれ

ていた。そこで日本のメンバーと三人でインタ

ーナショナルなコミュニケーションの取り方に

ついて、あれこれ賑やかに話していると二人の

女性が「Are you suponshi?」と笑顔で気さくに

話しかけてきた、「We are no suponshi」と答え

ながら、今度は５人で賑やかにお互いの名札を

見せ合い、国籍・地域・名前を確認して遠くか

らきたこと逢えたことを喜びあい、80年記念誌

にサインをし握手をして次の場所へと移動した。 

オールドタイマービッグミーティングでジョ

ージアドームのオールドタイマー席の後ろの椅

子席に向かう途中でカナダ国旗のメンバーのト

レインに誘われ、みんな一所懸命に笑顔でハイ

タッチをしながらぐるぐると走り回った。疲れ

て戻ると周りの人たちに自分から名札を見せて

「日本からきた沙羅です、よろしくお願いしま

す」と話しかけた。すると、女性は立ち上がっ

てハグ（抱擁）、男性は握手。前に座っている女

性はポップコーンを大量に渡してくれて食べる

よう勧めてくれた。とにかく嬉しくて、その気

持ちを何と表現していいのかお互いにもどかし

く、ポップコーンが何回か回り、やがて、ミー

ティングが始まると静かに司会者の話に聞き入

った。一人のオールドタイマーが「昨日の事は

忘れたけど、最後のお酒は覚えているよ」と最

後のお酒の話をしました。“第一ステップ”がし

っかりと自分自身の中にきざみこまれていると

メッセージを頂いた。終わりのテロップで様々

なシーンの映像が映し出され、ナレーションが

流れて、『なかでも忘れてならないのは、エビ―

がスリップした時、ビルがスポンサーとなって

彼を助けたという事実です』 メッセージを届

けてくれた人が困った時に、メッセージを届け

て貰った人が手助けできるプログラムの素晴ら

しさ。自分自身がしっかりとＡＡプログラムを

実践していけば、『スポンサーシップはいずれ兄

弟（姉妹）のようになる』につながっていくの

かなと思った。 

 アトランタは町中にＡＡ80周年のフラッグ

があり、一日中名札を下げて行動しているメン

バーで溢れていた。本当に短い４日間だった。

が、ＡＡの中にとっぷりと浸かり、両肩に背負

っていた重いものが消え、軽くなった。５年後

のデトロイトを楽しみに、日々ＡＡの事、家族

の事、仕事の事を坦々と過ごしていきたい。 

 ありがとうございました。
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 アルコホーリクの理恵です。ホームグループ

は岡山県の瀬戸内グループです。 

 2015年7月、ジョージア州アトランタでＡＡ

80周年記念大会があり、六万五千人のアルコホ

ーリクが世界中から集まりました。それに先立

ち同年2月、ＡＡ日本40周年記念大会も、神奈

川県横浜市にて開催されました。 

 私は幸運にも両方に参加することができ、万

感の思いでいっぱいです。これまで私に関わっ

て下さった方々、医療、行政の皆様をはじめ、

家族や友人、すべての人のお陰です。 

 この場をお借りして心から御礼申し上げます。 

 

 アトランタでのＡＡ80 周年記念大会ですが、

オープニングのフラッグ行進では、それぞれ自

分の国の民族衣装を着ている仲間も多く、日本

のメンバーは美しい着物姿でした。みんな、自

分の国だけでなく他の国の仲間にも平等に拍手

をし、暖かく声援を送っていました。司会者は

本職かと思うほど素晴らしい進行係でしたし、

GSO 職員の方のご挨拶もあり、普段は遠い存在

のオフィスの方々のご苦労を感じることもでき

ました。実際、彼等がいないと日本のＡＡも発

展せず、どうしてよいやらわからず消えていた

かもしれません。最後は黒人の歌手が Georgia 

on my mind （わが心のジョージア）を熱唱して

くれました。アメリカ南部の Southern hospi-

tality（おもてなし）だそうです。 

 今回私たちは、千代紙で作った折り鶴を仲間

に配り、とても喜んでもらえました。それぞれ

の地域の特色を生かしたバッヂや可愛いグッズ

を出会う仲間に配る習慣？があるのか、75周年

の時は貰うばかりだったので、次は日本のもの

をプレゼントしようと思っていたのです。ニュ

ーヨークはりんご、アイダホはポテト、メキシ

コはハラペーニョのバッヂでした。仲間と子供

2 人で張り切って 200 個以上も折ったでしょう

か。世界中の仲間にＡＡプログラムが届きます

ようにと、小さな鶴に祈りを込めて…。 

 2020年のデトロイト、2025年のバンクーバー

にむけて、私の地元でできることをやろう！と

決意も新たに、大きな愛と希望と勇気をいただ

きました。 

 

 2003 年、当時横浜に住んでいた私は 36 歳で

アルコール専門病院に入院し、ＡＡを知りまし

た。入院中に離婚、５歳だった息子と元夫とは、

それ以来12年会っておりません。そして私のソ

ーバーもこの8月で12年になりました。 

 息子の無事を祈りながら、会いたくても住所

すら教えて貰えず、横浜へ探しに行きたくて行

きたくて、泣きながら全てを恨み、悔しくて死

にたかった夜もありました。でも、まだ生きて

います。そして、少し照れくさいのですが、生

きているだけで幸せです。神様が、もういいよ、

というまで前を向いて生きて行きたい、笑って

泣いて、怒って喜んで、傷ついて癒されて、す

べてあるがままの私らしく…。 

 今の新しい生き方はＡＡで与えて頂きました。

正にハイヤーパワーは人を通して働いたのです。

ビルとボブのスポンサーシップから始まり、Ａ

Ａのメッセージは、時と海を越えて地元の尼崎

にも届いていました。酔っ払った私が助けてく

れと駆け込んだ初めてのミーティングです。そ

こから回復が始まりました。 

 

 アルコール依存症という病気は、何故か愛す

る人を苦しめてしまいます。自分一人で苦しむ

だけでなく、私のアルコホリズムが原因で家族

も精神的に病んでしまいました。愛する子供の

ために飲まない、そう誓ってもその日の内に飲

んでしまい、どうしてもやめられず苦しみまし

た。かつて、私の父がアルコホリズムで家族を

苦しめたように。父を恨んで母を憎んで、家出
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して人のいない所へ行きたい、身体ごと消えて

しまいたい、と緊張した家庭の中で行きていく

のがとても苦痛で怖かったのです。父のために

一言、飲まない時は優しくて仕事熱心な、人情

味のある素晴らしい人間でした。 

 

 私の場合、ミーティングに参加し始めると直

ぐにお酒が止まったので、驚きました。とりあ

えず仲間の経験を聞き続け、アルコール専門ク

リニックへの通院も継続しました。病気の症状

について学ぶには、ミーティング以外ではＡＡ

の書籍も大いに役に立ちました。数年かけてア

ルコホリズムが深刻で恐ろしい重大な死病であ

る事を理解した時、父と母への恨みが消えてゆ

きました。父もきっと、やめたくてもやめられ

なかったのだ、家族を大切に思ってくれていた

のだ、と、男性メンバーの話しを聞いて信じら

れたからです。 

 そして、自分への自己嫌悪や行き過ぎた罪悪

感も消え始めました。過去を悔やんで未来を恐

れることで今日を台無しにしてたまるかと、考

え方が変わったのです。 

 生きる喜びって、一体どんなもの？ 幸せっ

て何？ 回復と成長？ これは簡単なものでは

ありませんでした。15歳から飲みだしたアルコ

ールは、私の心や精神が育つ前に大きな悪影響

を与えていたようで、大人へと成長していくの

は大変な苦労や努力も必要ですが、やる気と勇

気と忍耐力を仲間からもらっているので継続し

て来られました。 

 一人では決して出来ません、無理です。仲間

がいたから回復したいと思えるようようになっ

たし、それに、お酒をやめたい願いすら、自分

一人では持てなかったのです。今日だけならや

れる、今日だけより良い自分になる努力をしよ

うと願い、祈ります。今日一日飲まないでやり

過ごす、から、今日一日をより良く生きる、に

なりました。 

 人間は間違いをおかすし失敗もする、完璧な

人などいません。私は間違えないよう、失敗し

ないように努力をしてきましたが、それを、失

敗した後どう行動するのか、間違えたら直して

いく、埋め合わせをしていくやり方を教えて頂

いたのです。生き辛さの原因は、私だったので

す。他人ではありませんでした。 

 

 最近では、新しく来た仲間が顔を上げて目が

光り出す瞬間、私も初心を取り戻し笑顔になれ

ます。私の今日一日の目標は、何かほんの少し

人の役に立つこと、笑うこと、挨拶をすること、

寝ること食べること、などで、ごく普通の日常

を過ごすことが私の幸せです。大変な時にシラ

フで対処できることだって回復です。私にとっ

て、普通の生活は当たり前ではないのですから。

飲んでいた頃は笑えなかった。 

 人に迷惑をかけた分、恩返しをしたいです。

先行く仲間から頂いた愛を新しい仲間に手渡し

たいです。 

 今日一日、共に。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ＡＡ日本40周年記念誌  

                    頒価：１０００円 

                 ＊日本でＡＡが始まる前から 

                 2015年の40周年を迎える 

                 までの歩みを概括し、さらに 

                 ＡＡの回復の原理などをわか 

                 りやすく案内しています。 

                  記念に、どうぞ、１冊。 

                      ＜お申し込みは、ＡＡ日本ゼネラルサービスオフイスに＞ 
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 今年の夏の予定は、5 年前から決めていまし

た。 

 2010 年にサンアントニオで開催されたＡＡ

75 周年インターナショナルコンベンションに

夫婦で参加し、これからも可能なら家族で参加

したいと思っていました。 

 ＡＡで新しい生き方をスタートして7年目で

結婚し、2013年には娘も生まれました。飲んで

いた頃を知らない家族もＡＡのことを理解して

くれ、一緒に出かけてくれて、ＡＡ誕生80年を

祝ってくれることを嬉しく思っています。 

 ちなみに、アトランタで開催された80周年の

コンベンションに参加する前に、家族でサンフ

ランシスコにも立ち寄り観光をしてきました。

娘にとっては初の海外旅行で、1 歳半で太平洋

を越えた娘の活動範囲はこれからも飛躍的に広

がっていくのかなと、親としての希望も感じて

います。 

 

 今回感じたことは、5 年前と比べた自分自身

の変化についてです。 

 些細なことから大きなことまで当時との変化

や大きな成長も感じることができました。たと

えば働き方や周囲の人との人間関係などです。

より大きな範囲でより穏やかで良好な関係性を

構築することができています。他の人からみた

ら小さなことかもしれないですが、僕にとって

は大きな喜びとなりました。 

 また6万人を超える世界から集まった仲間と

ＡＡ誕生の喜びをシェアできたことも良かった

ですし、家族三人で同じ時間を過ごすことがて

きて嬉しかったです。共に過ごしてくれる家族

や関わりのあるすべての方に感謝しました。 

 参加したイベントの中でとても希望を感じた

ものとして、カウントアップのミーティングと

オールドタイマーのスピーカーミーティングが

あります。 

 5 年前に参加したときにも、その規模の大き

さやソブラエティの長いメンバーの多さに驚き

ました。 

 今回もあらためてＡＡの歴史の深さやメッセ

ージの述べ伝えの価値を実感することができま

した。ソブラエティが50年以上の仲間の数も多

く、60年を超える仲間も数名参加しておられま

した。 

 今日一日の積み重ねとはいえ、人生のほとん

どの期間をソブラエティで過ごされてきている

人たちの存在を目の前で見られることだけで大

きな希望を感じることができました。 

 僕自身も、ずっと継続して参加し続けたいな

と思いました。ソーバー60 年のころには 82 歳

になりますが、健康で長生きする目標にもなり

ます。あくまで今日一日を大切にするというの

は変わらないですが。 

 もちろん、体の健康だけではなく経済的な穏

やかさや良好な家族関係など、さまざまな生き

ていくうえでの要素が必要なのかなと思ってい

ます。 

 これからも生きていくうえでのすべてのこと

にステップを活用しながら、2020年に家族でデ

トロイトに出かけられるといいなと考えていま

す。 

 

 

 

・日次：2015年9月27日  受付・9：30（10：00～15：30） 

・場所：唐崎メリノールハウス（ＪＲ湖西線「唐崎」下車、徒歩１５分）   ・参加費：500円（ＡＡメンバー） 

・なお、希望者には、おにぎり・ひもの・トン汁があります。 詳細は、「ＡＡ滋賀ホームページ」をご覧ください 
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 今年7月2日～5日にかけて、アメリカ・ジ

ョージア州アトランタで開催されたＡＡ80 周

年インターナショナル・コンベンションに参加

してきました。 

 テーマは、Happy,Joyous and Free『幸福、満

ち足りた喜び、自由』とでも訳すのでしょうか。

極めてシンプルで、今の私たちを的確に表現す

るテーマでした。集会には、全米・カナダ・オ

ーストラリア・イギリスそして日本など世界

90カ国から65,000人の参加がありました。  

 アトランタ・オリンピック記念公園のなかに

あるジョージアドームが全体会場となり、ビッ

グ・ミーティング (Big meetings)が行われ、

各種ミーティング(meetings)は併設の国際会議

場で随時行われました。 

 私は、今回JSOのツアーで参加しました。私

がアトランタ行きを決めたのは、青春時代に読

んだ、アメリカ南北戦争を題材とした小説「風

とともに去りぬ」の舞台となったところを、一

度見てみたいという好奇心からでした。雰囲気

は何となく感じとった気がします。 

 開催前日には、私たちはアトランタ市内の観

光を行い、マーチン・ルーサー・キング牧師の

記念館などを訪ねました。南部諸州における人

種差別的扱いに抗議し、非暴力による公民権運

動を行い、法成立に深くかかわった方です。残

念ながら1968年4月に暗殺されますが、教会の

あたりがメモリアルパークとして残されていま

す。 

 私は、カナダ・トロントで行われたＡＡ70

周年コンベンションにも参加したことがありま

すが、まずはドームを埋めつくした6万人のＡ

Ａメンバーに圧倒されました。そして、皆さん

大へんフレンドリーに接してくれたことをよく

覚えています。また、町全体がＡＡを受け入れ

てくれているという感じを強くもちました。そ

のような情景は、やはりアトランタでも同じで

した。 

 私たちの何人かは、全体ミーティングの席と

りのため、開門2時間前から会場前に並ぼうと

いうことになりました。そんな時でも片言の英

語と身ぶり手ぶりを交えて、外国のＡＡメンバ

ーと親しくコミュニケーションをとることがで

きました。こうした思い出はずっと残ることと

思います。 

 2 日目のビッグミーティングでしたが、カウ

ントアップがありました。ソーバーの浅い人か

ら順番に立ち、最後はソーバー50 年～60 年の

方が100人以上紹介されました。参加者全員が

立ち上がり、祝福の拍手はしばらく鳴りやみま

せんでした。 

 ソーバー60 年の方のスピーチで、若い頃飲

んでいて学校にも行かずの状態だったのが、酒

を飲むのをやめてからは勉強をし直し、大学を

出て、教職につき、今は大学の学長をやってい

るという方の話には、大へん感銘を受けまし

た。 

 短い滞在ではありましたが、一緒になった関

西の仲間、同行した中部や九州などの他地域の

仲間と過ごした時間は、たいへん貴重な時間で

あったし、いっそう絆が深まりました。そして、

日本でも広くＡＡが社会に受け入れられ、祝福

される日が来ることを望みながら、帰路につき

ました。 
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 ずっと以前から行ってみたいと思っていた世

界大会にやっと行くことがかないました。意外

と思われた方も多かったみたいですが、実は海

外に行くことも初めて、いつも国内の旅行をす

るようには自分ですっかり計画を立てて、とい

うのは無理でした。そこで、あるグループ（実

はマック）の人から一緒に行こうよと誘われた

ことをいいことに、その団体に相乗りさせても

らうことにしました。 

 アメリカにも、中間施設はあって、そこの見

学も入っていたのでかなりゆっくりの日程でし

たが、何とか日取りもやりくりできて、まずは

そこの施設で時差ぼけを取りながら、という計

画だったのでしょう。人数も多かったので、参

加者全員とは知り合いにはなれませんでしたが、

やはり一緒に行ったもの同士、楽しく過ごすこ

とはできました。 

 その中間施設で最も同感したのは、リーダー

の「希望をまず感じてもらいたいのだ」という

言葉。実は、これは私も常々抱いている感想な

のです。「経験や力も大事、だけど希望こそがＡ

Ａメンバーを前進させる」と感じながら分かち

合いをしていましたから。我が意を得た、と感

じながら、ウサギや山羊を飼っている牧場のの

んびりした環境の中で過ごす環境もうらやまし

く感じながら、数日の見学を終えました。 

 そして、いよいよアトランタ。余裕を持って、

始まる前々日に移動し、その翌日の木曜日にレ

ジストレーション（参加登録）。レジストレーシ

ョンで会場に移動する途中で大勢の日本メンバ

ーを目にし、とうとうここまで来たんだ、とい

う感想を新たにしました。やはり参加者はそれ

こそ星の数ほどいるようで、会場へ移動するバ

スはなかなか進まず、歩いて 20 分ほどという

ところなのに小一時間かかって到着しました。

なんか、それだけで疲れ果ててしまったような

気持ちになってしまいました。でも、歩いてい

る人たちは元気いっぱい！あちこちで初めて出

会う人たちがピンバッジの交換やお土産の交換

などを行っていました。 

 私は、翌日からのミーティングは、午前１つ、

午後１つ、夜１つ、といった程度しか出ていま

せん。頑張れば、翻訳がついたミーティングも

あったし、物理的には出られたはずです。でも、

あれほどミーティングが好きな私が出る気にな

れなかったのは、やはり言葉の壁があったこと、

それと人の多さ、会場の移動の大変さのためだ

ったでしょう。会場は、大きな会場の建物が３

つあり、その中を何階にもわたって移動しなけ

ればならなかったですし、水平移動だけでも大

変な距離を歩いたものです。今考えても、あの

ペースで良かったんだ、と思います。 

 夜は、金曜日、土曜日の夜とも会場の横にあ

るジョージア・ドーム（フットボールの会場の

ようでした）で行われて、いずれもこれぞ 80

周年、という思いをさせてもらいました。１日

目はオープニング・セレモニー、フラッグ行進

が主で、世界 150（前後）カ国・地域が、それ

ぞれ旗を持って入場してきました。民族衣装な

どに身を固めたメンバーが多かったように感じ

ました。そして、やはりメンバーですね。様々

なパフォーマンスを工夫しながら、アピールし

ようとしていたのも面白かったです。 

 土曜日の夜は、ビッグ・ミーティングと呼ば

れていて、なんと67000名のメンバーが参加し

たそうです。ドームも上の方を除いていっぱい

になっていて、通常は試合が行われるところに

オールドタイマー（40年以上のソブラエティ）

が座っていました。100 人以上もいたでしょう

か？ところが、カウントダウンを行うときに分
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かったのですが、オールドタイマーの席に座っ

ていない 40 年以上のメンバーが通常の席に結

構いたのです。おまけに、おおよそ半数が座っ

たソブラエティは 15 年ぐらいだったでしょう

か？ひょっとしたら 20 年ぐらいだったのかも

しれません。それぐらい層が厚いのですね。こ

のプログラムは、生き方のプログラムだという

ことが実感として伝わってきました。 

 それに、驚かされたのは、ライトアップされ

たのは、オールドタイマーの中で、さらにその

中心部、50年以上のメンバーだけだったことで

す。50人ぐらいだったかな？ 壇上でスピーチ

する権利をもらえるのも、その人たちだけ。平

等だということを示しているのでしょうか、単

純に時間もなかったのでしょう、抽選で 50 年

以上の人の中からスピーカーが選ばれて６、7

人がスピーチしました。その個性的なことと言

ったら！ＡＡやプログラムに対する感謝は皆同

じなのですが、50年もやめているとそれなりの

年齢になります。それでなのでしょうか？ 話

す内容は笑いを誘う、という感じのものでした。

おまけに、５分という制限があったのですが、

時間が足りなくてそれでも話したい、と優しく

引っ張られて下がっていく人も何人もいました。 

 40 年以上やめている人は日本ではまだほと

んどいないのに、アメリカではごく当たり前に

あちこちにいる、というのはただただうらやま

しいの一言です。そしてやめ方も色々、実感と

して感じさせてもらえたのがこのたびの 80 周

年世界大会でした。つたない英語でも、少しは

やりとりできて、次回はデトロイト、その次の

90 周年はカナダのバンクーバーらしい（未確認

情報です）、ということも聞きましたし、ＡＡに

つながるのに最も役立っているのは何か？ と

いうことも知りました。病院などではなく、な

んと刑務所が最も貢献しているそうです。刑務

所までわざわざメッセージに行ってなんにな

る？という声も良く聞きますが、やはり苦しん

でいる人を助けるというごく普通の理由のほか

にも、ＡＡという共同体の成長のためにもなっ

ているんだなあ、と感じたものです。 

 一番困ったのは食事です。そこそこのものは

あるだろう、と高をくくっていたのですが、あ

ったのはハンバーガーみたいなものばっかり！

幸い一緒に行った妻がカップヌードルを少し持

って行っていたので助かりました。毎食レスト

ランというわけにはいきませんし、会場では飲

み物の売り場の前には長蛇の列！飲み物だけは

持参する工夫をした方がいいな、と感じました。

それでも、やはりまた行きたくなるのです。次

回は自分で計画を立てて参加しようか、と考え

ている自分に気づくと、気が早いなあと感じて

しまいます。５年後はまだ 60 台、何とか行け

るでしょう。できれば100 周年に参加したいと

思っている自分に気づいたりもします。とにか

く行ってみることです。百聞は一見にしかず、

と言います。人によっていろいろな感想を持つ

でしょう。でも、それが自分の、そしてその話

を聞かせて上げるほかのメンバーのためにもな

るはずです。わずか３日間でしたが、大きな経

験になる３日間でした。たった３日ですが、こ

んな数日を味わうためにまた行くことを楽しみ

にしている自分がいます。できるだけ大勢のメ

ンバーが、あの感激を、あの実感を味わえるよ

うに願っています。 

 

 

 

テテーーママ「「一一体体性性」」  ――――いいっっししょょににややりりままししょょうう、、おお酒酒をを飲飲ままなないい生生きき方方をを――――  

 日時： 2015年9月21日～9月22日 

 場所：大阪府社会福祉会館 5階501ホール 

 参加費：（2日間通し券）2000円      

 催し：ＡＡ関西セントラルオフィス開設30周年プログラム   オールドタイマーのべ伝え座談会 

     パネルディスカッション「ローカルサービスとゼネラルサービス」  （問合せ電話：06-6536-0828） 

     その他、ＡＡメンバーの話、関係者の話など、もりだくさんです。ぜひ、ご参加ください。 
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                 彦根グループ      そ   ら 

 

                     

 私のソーバーの始まりは、2004 年 6 月に行

った彦根ミーティング場からだったように思い

ます。 

 何度目かの連続飲酒を経て、主治医からの厳

命で、クリニックの近くにあった大阪のミーテ

ィング場に行ったことがＡＡと接する最初でし

た。とは言え、その時は一杯、入れてからでな

いと会場に入る勇気は生まれませんでした。 

 その後、住まいに一番近い彦根へ行ったので

すが、妻の運転で送ってもらったのだと思いま

す。まだ離脱症状の不安やイライラやだるさが

あった時でした。 

 教会の片隅にある小さな建物には、女性が一

人と男性が一人。話すうちに女性がチェアパー

ソンで、男性は退院間もないことがわかったの

ですが、ミーティングというより、とりとめな

い会話で過ごした1時間でした。 

 でもこの時の私にとって、自分がいかにアル

コールにとらわれ、いかなる飲み方をし、アル

コールの前では無力であることを正直に話すこ

とができ、カタルシスが得られたのです。 

 翌月行くと、チェアパーソンは変わり、毎週

の開催になっていました。この後、私は1年ほ

どミーティングに行かず、何かの機会だけ飲む

ことを自分で決めて何度かうまく飲めた成功体

験を積むのですが、1 年を満たず、缶ビールに

口を付けたささいな出来事が3週間ほどの連続

飲酒につながりました。 

 今のところ最後の酒は、職場へ仕事の後始末

と今後のことを相談（というか叱られ）に行く

前に公衆トイレで飲んだ 7 月 25 日の缶チュウ

ハイです。 

 秋頃でしたか、再び行った彦根ミーティング

場には、新しい仲間が二人いて、そこから彦根

へ通う年月が始まり 10 年となりました。この

10 年、普段は2人や3人とかいったミーティン

グも多いとはいえ、いろいろな仲間が訪れまし

た。多くは1回、2回と見かけるだけでしたが、

通った仲間には自死や病死で会えなくなったメ

ンバーもいます。お盆が過ぎた今ですが、一人

ひとりの顔が思い出され、改めて冥福を祈るば

かりです。 

 さて彦根グループは、今月8月から週2回の

開催と変更しました。私が初めて行った時も 2

回でしたから、11年前に戻ったわけです。この

間、私は地域の活動や仕事の関係で 2 年以上、

定期的に通っていない状態でした。実は、休止

しようかという意見も出したのですが、休止が

廃止につながることは目に見えていたわけで、

彦根に縁がある仲間の意見もあり、何とか継続

する方策として半減した次第です。 

地縁血縁が色濃い地方には、アルコール依存

症をカミングアウトすることを抑制する力がま

だまだ働いています。四半世紀にわたり彦根ミ

ーティング場は、他の地域からのメンバーの応

援も含めて維持されてきました。今後、確実に

継続していくという自信も根拠も何もないので

すが、時の流れのままに進んでいくことと思い

ます。 

再出発や再構築という言葉を私は過去のニュ

ーズレターにも使ってきたように思うのですが、

自信を取り戻したと思うなかでも、人生の方便

（たつき）を安定させることはなかなかに難し

いことです。しかしアルコールにとらわれてい

たあの日々を思い出すとき、ソーバーであるこ

とがいかにありがたいことか。今日も飲まない

1 日が続き、めざす力が持続することを願う次

第です。 
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                      清  美 

 

 ＡＡ共同体誕生 80 年、お慶び申しあげま

す。 

 プログラムの効果や仲間の真価等を伝え、神

と出会う日々を新たに過ごしたく、よろしくお

願い申しあげます。みなさまには、感謝の思い

を込めて何度「ありがとうございます」とお礼

を申しあげても言い尽くせないほどでございま

す。 

～～～～～～～ 

 2015年9月4日、本日、私の57歳の第1日

目、ＡＡメンバーと結び合わせてくださる神へ

の深い感謝に満たされています。 

 これまで、何と多くの保健医療等関係者に支

えられたことでしょう。おかげで、私にも共同

体の救いが与えられ、26年3カ月間飲まないで

生かされました。みなさまが撒かれた希望の種

子が育まれますよう、24 時間ずつ、健康な心

を望み、平和のお祈りを捧げてまいりたいと願

う朝です。 

～～～～～～～ 

 アルコホリズム（アルコール依存症）は完治

しない病気であることを病人がキチンと認識し、

心身が前を向き、とらわれから解放されますと、

利己心を超えた良いエネルギーが連鎖します。

傷つけた心がプログラムの効果で平穏になり、

仲間と共に回復を願う心が生まれます。 

 どうか、飲酒問題をお一人で悩まないでほし

いのです。 

 いま回復の道を歩いているアルコホーリクの

周囲の人たちも、かつてどんなに悲しかったか、

どんなに怖かったか、どんなに淋しかったか。 

そして、アルコホーリク本人は、かつて危険な

時、助けがほしいと願えず、危機的な時、救い

を求める声がでませんでした。 

 心配してくれた配偶者や知人、愛してくれた

両親や親戚たちに惨めな思いをさせた事実を、

しっかり受容させてもらう決意を新たにしてい

ます。 

～～～～～～～ 

 自分の誕生の時、母の痛みに思いを巡らせま

すと、しなやかな喜びが見つけられます。自身

では考えられないほどの出合いと組み合わせ、

願いと結びによって、自分の「いのち」が無償

で与えられた恵み、この世に生まれた今の身の

幸福に気づかされます。 

 ＡＡメンバーと出会うまで、独りよがりな私

は、自分勝手に利己心の殻に閉じ籠り、孤独・

絶望・恐れの迷路で苦しんでいました。仲間に

会い続けるうちに、いつしか心の闇に光が射し、

頭の靄がスッキリして、重い不安は手放そうと

いう意欲が生まれてきました。 

 一人のアルコホーリクがもう一人のアルコホ

リズムで苦しんでいる人に、「いのち」の尊さ

を問い続けることが大事だと考えます。 

 そして、人生が終わる瞬間まで、飲まないで

生きる幸せを噛みしめていただきたいと祈念申

しあげます。 

～～～～～～～ 

 1997(H9)年、7月14日、滋賀県初のＡＡ女性

クローズドミーティングが、カトリック草津教

会でオープンいたしました。その後、2000(H12)

年に堅田会場、2003(H15)年に長浜会場、

2005(H17)年に彦根会場、2010(H22)年に近江八

幡会場がオープンしました。2015年6月6日に

は、レディースミーティング 18 周年を記念し、

堅田会場で「ステップセミナー」を開催するこ

とができました。ありがとうございます。 

 ささやかな集まりではございましたが、ＡＡ

メンバーだけでなく医療行政関係者、他依存の

方々、ご家族の方々等、ご参加ご協力いただき

ました。お礼申しあげます。ありがとうござい

ます。
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                   おおつ今日一日グループ   Anthony
ア ン ソ ニ ー

 

                                 

 

 この半年間、殆どの時間を病院で過ごした。 

 私の入院した病棟は呼吸器外科であったので、

私を含んでほぼ満床の入院患者たちは大概肺が

んを患っていた。 

 肺がんといえば、このところ日本人の死因で

第1位が続いているので、ここは世間ではかな

り”死に近い場所”と言っていいだろう。平均余

命が統計どおりであれば、5 年以内にこの人た

ちは3 分の1 になっている。4 人の病室で生き

残っているのは・・・。老人の罹患者が多いと

はいえ、具体的に考えることを躊躇したくなる

現実がある。 

 ところが、雰囲気が俄然明るいのである。 

 抗がん剤投与後、2 日ごとの血液検査で白血

球数の推移を見ながら、退院日程を嬉々として

予測している人。健康保険による医療費の給付

額を加算している人（この人は過去に支払った

保険料の累計に対して給付額が上回る日、要す

る、国庫に対してモトを取ることを楽しみにし

ているようだ）。各人各様、今の立ち位置を是と

した上で、人生を楽しんでいる。 

 極めて刹那的なのである。 

 私自身に当てはめれば、手術後の痛みの変化。 

左肺の全摘を行い、それまで悩まされてきた喘

息の症状は治まったものの、それでも日に一度

程度は咳も出る。術後の咳による痛みは、今も

って思い出したくない恐怖である。1 週間ほど

経た頃、その痛みが認識できるレベルになって

きた。痛みの測定器があるとすれば、それまで

針が振り切れていたものが、9や10というレベ

ルであれ、文字盤の上に入ってきたとでも言お

うか。 

 その日を境に、昨日は“8”、今日は“7”と

恐る恐る咳を試してみては、喜んでいた。冷静

に術前と比べると、明らかに臓器が無くなって

いるにもかかわらず、日々の改善がこれほど嬉

しい。時間軸を今に限ることでできる不思議な

感覚。 

 話は変わるが、アルコール依存症で入院を始

めた当時、今後アルコールに関わることができ

ないというあまりに長大な時間軸に、私も仲間

たちも重苦しい空気に占拠されていたことを思

い出す。今晩どうやって寝ようか。一生どうや

って満足な睡眠を得て、翌日の仕事を支障なく

行えるのか。 

 私のグループ名しかり、アルコホーリックの

集まりでは「今日一日」という言葉が多用され

る。今日一日、刹那的に時間軸を捉えてみよう。

今日一日の積み重ね＝時間軸の積分と考えると

気が滅入る。昨日より今日、今日より明日。時

間軸で微分をしてみることが肝要と思う。 

 目下、私の関心事は、抗がん剤で失われた髪

と眉毛（人相としてはこちらのほうが深刻かも

しれない）にあり、これからの半年は十分楽し

めることだろう。まだ脱毛が勝っているので、

まずは日々タオルに付く髪が減る喜びから。 

 入院中の 7 月 25 日に、野洲川の河原で花火

大会があった。打ち上げ場所は病室のあった 7

階のディルームの眼前にあり、絶好のロケーシ

ョン。有志で窓際に椅子を並べ、入院患者に声

掛けを行った。病室から出てきた 10 名ほどの

老男女（若は居ない）で 1 時間あまりの時間、

花火を楽しんだ。牡丹やら柳やら、打ち上げご

とに夜空を見上げながら歓声が上がる。いよい

よ花火大会も終わり際、 

「来年も見れるのかねぇ」 

「最後にいいものが見れて良かったじゃない」 

灯りを消したディルームで、皆が大きく心の底

から笑っていた。 
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   おおつ今日一日グループ    よ し ゆ き 
 

 わたしは、アル中だと思われる事を極端に嫌

ってた。だから、連続飲酒も２～３日で這い上

がってきてた。 

 ところが、６３歳の年の瀬に強烈な連続飲酒

に見舞われ、酒に身を委ねた。飲んでは寝、飲

んでは寝、正気で居ることが耐えられなかった。 

 其の後、医療に繋がり、之から先、生きて行

くのだったら、断酒しかないと思った。３ヶ月

近く断酒は続いた。しかしスリップ、あっとい

う間に連続飲酒、未だに其の時の事はハッキリ

とは思い出せない。わたしは酒を飲むと電話魔

に変身する。其の時も色々な所へ掛けたみたい

だ。目が覚めると其の内の一人が助けに来てく

れていた。酒を処分してくれていた。何時の間

にか兄が来ていた。兄の車でいわくら病院へ行

った。断片的にしか思い出せない。いわくら病

院では懐かしい顔が次々に見舞いに来てくれた。

アル中宣言が連続飲酒の最中に出来ていたと言

える。退院後スムーズに同窓会等に出席できた。 

 今、ソーバー歴約２年だが、アル中だと思わ

れる事に対して慣れては来ている、ところが。

自分自身で「アルコール依存症は病気である。」

と完全に思えていないので後ろめたい気持ちが

少し残っている。自分自身を怠け者と思ってい

る所がある。 

 何時になったらスッキリとした気分に成れる

やら・・・。 

神様にお任せする。 

 

 

 

 依存文化論序説 

    

 

んｌ33 

       オネスティ唐崎グループ    前  田 

 

日本人の一割が、お酒を全く呑めない体質で、

更に一割が、殆ど呑めない体質と言われていま

す。呑まないで、人生を全うしている彼ら彼女

たちに、アルコール依存症の気持ちを理解して

もらおうとしても、無理です。しかし、社会的

人間である限り、下戸も、世の中の何かには、

頼っているはずなのです。 

微力ながら、著者は、大学で、様々な依存症

を横断的に扱った授業を行っております。社会

的な生物である人間は、何かに頼らなければ、

生きていけません。無人島に、ひとりで置かれ

ては、殆どの人間が、死に絶えます。著者の場

合は、ひとに頼らず、アルコールに頼り、頼り

切ってしまったが為、病気になってしまったと、

次世代には語りかけています。 

すると、ゲームにハマって、バイト代を、す

べて注ぎ込んでいるゲーム依存の学生や、ネッ

トに感情を奪われ、現実の彼氏が去って行った

というネット依存の女子学生と共感出来る授業

になりました。いずれも、どこかのミーティン

グで聴いたようなお話です。 

人間の脳の中では、おおよそ 25 歳で、価値

観が固定化するという説があります。ならば、

25 歳以下である次世代の大学生にこそ、誤解や

偏見を修正する可能性が見出せるのです。 

教育とは、地道な革命！です。 

そして、これまで、酒の力を借りなければ、

大胆な授業など出来なかった著者が、現在、素
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面（シラフ）で、大学教育の新境地を開拓して

います。一年半前、酒を取り上げられた時は、

絶望。酒なしでは、二度と新しい授業スタイル

など、見出すことが出来ない！と信じていまし

た。酒なしでは、毎年同じノートの知識を板書

して、学生に書き写させるだけの、その日、そ

の時間に、その教室に来る意味も意義もない、

コピー可能な授業をするだけ。そんな教員余生

しか待っていないと諦めていました。 

もし、改めて、授業革命を起こすなら！再び、

アルコールに手を出すしかないと信じていまし

た。しかし、三ヶ月間、いわくら病院おたぎ病

棟での入院生活で頭を冷やし、退院後は、安東

医院のアルコール講座を、一年間ほぼ皆勤賞で

受講して学びながら、自助グループ回りで、拙

いまでも、体験発表を重ねて行くうちに、酒の

勢いで体得したスキルは、脳が覚えていてくれ

たことを認知します。 

地道なリハビリを続けていれば、個人差はあ

るでしょうが、一定期間で、アルコールによっ

て磨き上げた発想力を、脳が、素面の状態でも、

思い出してくれるのです。 

依存症とは、快楽や報酬系の回路が、脳に出

来上がっており、再び、一滴でも酒を呑むと、

自分の意志では制御不能に陥って、脳は暴走す

る病気だと危惧されて来ました。しかし、それ

と同時に、アルコールが培った！生産的な想像

力も、脳は覚えていてくれるのです。 

2014年、ドイツの研究グループによる報告で

は、記憶と学習を司る脳の部位、海馬は、断酒

をすれば、一定期間で回復するとされています。

それ即ち、飲酒期間中に憶えたスキルも、断酒

直後は使えませんが、回復すれば蘇る可能性を

示唆しています。 

そして、酒の力を借りて創造していたアイデ

ィアを、素面でも呼び起こすプロセスこそが、

＜依存からの自立＞を証明する段階であるとラ

ベリング出来るでしょう。 

振り返れば、アルコール依存から、ケースワ

ーカーをはじめとする医療者依存にシフトする

のが、治癒のはじまりでしたが、着地点ではあ

りません。ドクターも、ケースワーカーも生身

ですから、不確定な人間関係にだけ頼っていた

のでは、確固たる自立には至れないでしょう。

治療は、自立するプロセスにおける、導入とし

ては、絶対に必要な時間でした。お世話になっ

た医療者の方々には、断酒への引導を渡して下

さった事に対して、感謝の念は尽きません。 

最後に、現在は、自立することが、依存の対

極にあり、依存からのテイクオフだと考えてい

ます。それが、再び、アルコールに手を出さな

くても、アルコールの力を借りて行って来た偉

業と同じ行いが出来る状態を指します。 

そして、時間は掛かっても、脳は、アルコー

ルで培ったスキルを覚えてくれているというこ

とを証明してゆくことが、アル中社会学者とし

ての著者に課せられた天職だと考えています。

具体的には、大学において、固定観念のない次

世代に、酒害教育はもちろんの事、酒なしでも

機転の利く！即興授業（いま、この教室に居な

ければ体得できない知恵を学ぶ、コピー不可能

な授業）を提供し続けてゆくことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＡのﾐｰﾃｨﾝｸﾞに参加すると何故酒が止まっ

て回復に向かうのか、私にとっては永遠の謎な

のですが、ＡＡにつながってから酒が止まるま

での出来事を思い出して書いてみたいと思いま

す。 

 2004年11月2日に初めてＡＡに参加しまし

たが、初めてミーティングでは、こんな事で酒

が止まるのか、世間話をしているに過ぎないの
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ではないかとしか思いませんでした。 

 でも病気休職中だったので、とりあえず通っ

てみる事にしました。最初は不謹慎にも、ミー

ティングの前後に酒を飲みながら通っていまし

たが、不思議だったのは、ミーティングに何度

か参加するうちに酒を飲んでもまずくなってき

て、朝酒を欲する喉の渇きがなくなってきまし

た。そして、今もそうなのですが、ミーティン

グに参加した時には、昨日まで飲んでいたよう

な感覚になり、今日だけは飲まないでおこうと

思いになります、この繰り返しで酒が止まって

いるのです。 

 不思議な力ということで本に書かれていたこ

となのですが、医者が患者にこの注射はよく効

きますよと言って打った注射と、試しにこの注

射を打ってみましょうと打つ注射では、成分が

同じでも、よく効きますよと言って打った注射

の人の方に効果があるとか。ある神社の境内に、

書かれてあった事ですが、同じ病気の人を集め

て2つのグループに分け、一方のｸﾞﾙｰﾌﾟには回

復を願って沢山の人が祈り、もう一方は祈らな

かった場合に祈った人のグループの回復が早い

という結果が出たそうです。このように同じ治

療を施しているにも拘わらず、言動や祈りによ

って効果に違いが出てくる事もあるようです。 

 ＡＡのミーティングに参加して、酒をやめら

れた経験を聞き、仲間の回復を願って祈る事が

飲酒欲求をなくする原動力になっているのかも

わかりません。世の中には、説明のつかない不

思議な力が働く事があるようで、ＡＡに来る事

によって、自分を超えた大きな力の恩恵を与え

られているのではないのでしょうか。 

 現在200万人ＡＡのﾒﾝﾊﾞｰがいて、アルコー

ル依存症からかの回復を目指していますが、回

復率2～3％の確率であると言われている病気

が、ＡＡのミーティングに出る事によって殆ど

の人が回復していますし、NA（薬物依存症）、

GA（ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ依存症）、OE（摂食障害）、SA（異

常性癖）等、他のアディクションにも同じよう

にミーティングを行う事により効果があるよう

です。また最近ではカードの乱用よる買物依存

やネット依存のように生活が豊かで便利になり

なったことで新たな依存が出現、種類も多様化

していますが、ＡＡの手法を応用したミーティ

ングやステップの実践によりハイヤーパワーが

依存の呪縛から解き放ってくれるのではないか

と思います。現代のストレス社会、アルコール

依存症がアルコールの力を借りずに生きるのは

非常に辛い事で、私も大きなストレスを受けな

がら生活していますが、この苦しさも素面の証

だと思います。自分一人の力ではなく、仲間の

力や自分を超えた大きな力ハイヤーパワーの力

を借りて健康な心を取り戻し、飲まない生き方

を今後も続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

          草津グループ  歩（あゆみ） 

 

 ＷＨＯ（世界保健機構）憲章では、「健康とは、

病気でないとか、弱っていないということでは

なく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的

にも、すべてが満たされた状態にあること」と

定義していますが、ＷＨＯでは、さらに、霊的

（スピリチュアル）に健康であることも、健康

の定義に加える論議がなされたと聞きます。 

 ＡＡでは、霊的体験の本質とは、自分より偉

大な力への気づきだといわれています。アルコ

ールをやめるのは、ただの入り口です。 

(回復、成長) 

 より良く生きてゆくためには、回復のステッ

プ(プログラム)を生き方に応用することだと提

案されています。 

 私がアルコールをやめて３年目に霊的といっ

ていいような内なる声を聞きました。＜今のあ

なたは、他の人の山しか登っていません（安易

な生き方）、自分の山（厳しい生き方）を登りな
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さい＞という声です。 

 アルコールをやめて３年目(滋賀県立精神医

療センター退院後)の春に、スポンサーから比良

山に登ろうとの誘いがありました。「これだ、こ

の山を登るんだ!」と、喜んで参加させていただ

きました。 

 先行く仲間たちは月一回、定期的に、比良山

を登っており、その日は、百回登山記念だった

かと思います。先行く仲間たちは、本格的な登

山装備をしていました。その時の私は、バスケ

ットシューズに軽装での登山でした。山頂で仲

間がつくってくれた豚汁の美味しかったこと、

今でも思い出します。また、雲一つない快晴で

の出来事でしたが、残雪のＣ滑走路を、敷物を

尻にあて、滑り降りきってから後ろを振り返る

と、山頂には鹿が数頭いました。偶然の歓迎で

す（?）。ある先行く仲間は『こんなこと初めて

だ……』 

 懐かしい思い出です。 

【この時の気づき:鹿が五匹(五匹しか)→(五匹

も)…「しか」から…「も」に転換。私には、こ

れだけ(しか)、私には、これだけ(も)。[しか］

から[も]に変えること。ある仲間が、１日しか

酒がやめられませんでした、と言いました。私

は、今までの連続飲酒から、１日もやめた経験

は大切だと言いました。１日＝２４時間＝１４

４０分＝８６４４０秒、飲まなかった経験を大

切に】 

 登山中にスポンサーが撮った風景写真が

『BOX-916』に掲載されたのも懐かしいことです。 

 さて、これは、私個人の考えです。霊的に健

康とは、第六感、一瞬の健全なる行動、偉大な

る力との気づきだと思っています。考え方は人

それぞれに違います。 

 最近、私の自助グループ参加は週一回のホー

ムグループのオープン・ミーティング参加と、

月一回のセンターでの自助会の参加です。以前

とは大幅にミーティングの参加回数は減ってき

ています。今の私の環境では仕方の無いことだ

と受け入れています。楽しみは瀬田川沿いを歩

き、近くのベンチに座って黙想(瞑想)をするこ

とです。 

 スポンサーから教えられたこと。無力とは、

ステップ１『アルコールに対しても生き方に対

しても(百パーセント)の無力を認めること。お

任せも(ゆだねるも)百パーセントですよ！』残

りのステップは百パーセント(成長をすること

であり)を求めていません。 

 スポンサーに提案したことがあります。【謙遜

と謙虚】について「謙虚に行動ができますが、

謙遜に行動はできません」と表現論(解釈)で噛

みついたことを懐かしく思い出します。謙虚に

なれば、解決できることが多々ありますが、今

の私にはまだまだできていません。１歩でも半

歩でも、１ミリでも、前に進む意欲だけは持ち

続けていきたいと思っています。 

 私たちのグループのミーティングには、専門

病院の患者さんが参加してくれています。一人

でも多くの仲間が、アルコホーリクであること

を認めて、アルコホリズムは病気であること。

ステップ１のアルコールに対して無力であるこ

とを百パーセント認めることを願っています。 

 私自身のミーティングの参加回数は減ってい

ますが、可能な限り、回復の確認のためにミー

ティングの参加は続けてまいります。 

・・・ありがとう・・・ございます。 

 

 

 

 

 

 

              ハグ12すてっぷグループ     ゆ う じ 
  

 お酒に対する無力を認めざるを得なくなり、

その結果として、お酒を飲まなくても生きてい

けるようになって６年が過ぎました。 

 お酒を飲む、飲まない、どちらも選ぶことが

できない当時の状態は、自分が何を考えている

のか理解できない状態であり、何をしでかすの
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かも自身で予測できない状態でした。 

 現在の自分はどうなのか、と冷静に見つめて

みれば、相変わらず自分が何をしでかすのかを

予測できない状態だと感じられます。 

 

 食べることを例にすると、基本的に自分が何

を食べたいのかが分かりません。自分の身体を

いたわるような、消化が良いだとか、ビタミン

が豊富であるとか、様々な情報を頭に思い浮か

べては、悩んだ挙句にいつもと同じものを繰り

返し口にしてしまいます。２～３種類のパター

ンを繰り返すことが多く、朝はシリアル、昼は

インスタント食品、夜は米を食べる等、振り返

れば同じものが続きます。 

 同じものばかりは嫌だと、いつも思いますが、

気が付けば同じものばかりです。いざその場そ

の時になると、考えていたこととは違う行動を

とってしまう自分が不思議でなりません。 

 そういった行動が、自分でコントロールでき

ず、その理由を考えると、いつも決まって自分

以外の人の言動や行動が頭に浮かんだり、特定

の人からどう思われるか等を考えたり、本来関

係の無いことと自分の行動を結び付けて自分を

納得させているように思います。 

 お酒以外のことに関しては、未だに思いどお

りに生きてはいない状態で、自分の言動や行動

を自分で何とかしようと頑張ってしまいます。 

 ミーティングに出て、自分はアルコール依存

症であると言いながら、その場を離れるとアル

コール依存症であることを忘れて生きてゆこう

としているように感じます。 

 また、お酒が止まった時の、自分の力では止

められなかったと認めざるを得なかったくやし

さを、再び味わいたくないという気持ちもあっ

て、日常の自分の言動や行動を自分でコントロ

ールしたいという気持ちが強く湧いてきます。

くやしさを味わうことや、プライドが崩れるこ

とは、今の幸せに直結していると思うのですが、

この気持ちもコントロールできません。 

 

 アルコール依存症であることを認めたことで

お酒が止まったことを忘れず、思い通りに生き

ていけなくなっていたことも認めて、今日一日

を自分でコントロールせずに過ごせるように、

健康な心に戻してくれる、自分を超えた大きな

力を信じ、ゆだねてゆこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

   草津グループ   え ん 

 

 私のスポンサー。今は亡き「美子さん」 

 私は彼女との出逢いが有ったからこそ、「今日

一日」飲まない日々が有り、メッセージを運ぶ

ことが出来るアルコホーリックになれたことだ

と思います。 

 思い起こせば、約８年前、県立精神医療セン

ターにＡＲＰ（アルコール・リハビリ・プログ

ラム）で入院していた時の事です。 

 ＡＲＰのプログラムに入院中に必ず１回は

「ＡＡのセンターメッセージ」に参加すること

が義務付けられておりました。 

当時、同時期に入院していた「もう一つの自

助グループ」（この時の仲間５人で良く話し合い、

退院後も通院日を同じ日に設定し、診察後に軽

くミーティングのようなことを開いていたもの

ですから主治医の岩重先生から一つの自助グル

ープと言えますと言われていました）の仲間の

お誘いで、外泊から仲間が帰って来た夕食後１

９時から２０時の月に１回だけの「センターメ

セージ」とはどんなものかな？と興味を持って

仲間と一緒に参加してみました。 

 というのも、いろいろ自助グループに体験参

加しておりましたが、いまいち、本来の「自助

グループ」の意味が理解出来ていないように感

じておりました。義務的な出席、いわゆる「帳

面消し」の作業の如く参加していたのかもしれ
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ません。 

また、各会場の特徴と言うか雰囲気と言うも

のが少しづつ違うように感じられたものですか

ら、何かの違いを求めていたのかも知れません。 

そこで、センターメセージの会場のドアを開

けて「こんばんは」と入って行くと椅子に腰を

掛けた方、お座布団に座った方、そんな方々の

中におひとり壁にもたれかかり体操座りをして

にっこりと「こんばんは」と答えてくれた方が

「美子さん」でした。 

初めは型どおりの開始でしたが、順次経験談

が進み、美子さんの番になりました。そしたら、

飲酒による山小屋での火傷の話を笑顔で話され

ていました。 

その話を聞きながら、その時はなんでそんな

辛い酷い話を笑顔ですることが出来るの？と疑

問に思いました。 

でも、今は理解できます。そうなんです、皆

さんは「メッセージ」を運んで下さっていたの

です。 

 私も今後メセージを運び続けることが「美

子さん」へのご恩返しになるのでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

                 ハグ12すてっぷグループ   ひろゆき 

 

 軽い気持ちでこの原稿を書くと言いながら、

自分に正直にと考えると、飲んでいた時の誇大

妄想と狂気の生き方をして来たことが思いださ

れます。 

 そう思ってみると、今日一日、自分に正直に

生きる生き方を今、自分が生きているのかどう

か、よくわからない気がします。 

 嘘をつく癖が飲んでいた時の自分とすると、

飲みながらもこんな生き方はしたくないと思い

ながらどんどんと落ちていく嫌な思いがありま

した。 

 自分を中心に考えて、飲みながら家族全員に、

また自分の周囲にいるたくさんの人たちに、大

変な迷惑をかけ、嫌な思いをさせ続けてきたこ

とは自分にとってもつらい思い出にしか、なり

ません。 

 それがＡＡにつながって回復の途中にいなが

ら、最近、なかなか疲れが取れにくく、すぐに

疲れがたまってくるから、気持ちもさえないし、

仕事もあまりしたくないし、あまり良い状態で

はないなーと一人思うこともあったりと疲れて

おります。が、ＡＡのプログラムを歩んでいく

と、高慢からの回復と言うか、自我の収縮と言

うか、自分を見つめて、じっくりと自分の生き

方を検証することができます。 

 今日一日どう生きるかを一歩ずつ歩んで行く

のに近道はないような気がします。その代わり

に大きな希望があることも感じます。 

 僕の場合、ＡＡに来た28歳から飲まなくなり、

ただいま51歳。この歳月は、あっという間でし

た。とにかく、いろんなことが起きすぎて、な

かなか落ち着かない人生を歩んできました。 

 そのため、「過去どうであって、何が起きて、

現在どうであるか」と考えるとき、過去のトラ

ウマとどう折り合いをつけるかなーと考えたり

します。 

 生活自体は、毎日仕事に行き、週末はバンド

の練習で、先月は初のライブハウスでの演奏と、

趣味もできて、自宅もあり、車もあり、何の問

題もない幸せな生活が送れておりますが、自分

だけ幸せで良いのかと考えると、不安になりま

す。 

 ただ、お酒を飲んでしまうと、過去の嫌な自

分と、つらい生き方に戻るのが一番の嫌なこと

ですから、今は何とか生きているようですが、

とりあえず今は、これでいいと思う今日この頃

です。 
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 今夜のテーマは「感情のバランス」でした        

私は、ＡＡに来て酒をやめ、滋賀で11年をすごし

熱海に転勤して12年になります。熱海に来てからは、

主に小田原と沼津のミーティングに参加しています。

関西のミーティングは１時間ですが、こちらでは１

時間半です。毎回話をさせてもらえますし、ときに

は、かなり突っ込んだ分かち合いができます。 

今夜の小田原ミーティングのテーマは「感情のバ

ランス」でした。仲間たちの話を聞きながら、いろ

いろ感じることが多かったので、日ごろの感懐など

を含めて書いておきます。 

 私の場合、感情のバランスが崩れるとき・・    

かつて、飲んでいたときどうだったかと振り返れ

ば、職場では「瞬間湯沸かし器」のようだと称され、

「カラスの鳴かない日はあっても、とらさんがどな

らない日はない」などと揶揄（やゆ）されたりしま

した。仕事で、腹を立てて、電話で相手を怒鳴りつ

けたらどうなったか。仕事が終わるや、「さあ、飲

みに行こう。飲まずに、やってられるか」と同僚を

誘って夜の街に繰り出すのがつねでした。 

いまならわかるのですが、人を怒鳴りつけたりし

たら、相手を傷つけます。アルコホーリクは、概し

て、気が小さく、臆病、根はまじめで過敏症ですか

ら、相手を傷つけると自分はその３倍くらい傷つき

ます。誰でもそうですが、傷ついた心は癒されない

と生きていけません。傷ついたままでは自分を持ち

こたえることができないのです。手っ取り早く心を

癒すには酒がいちばんでした。飲めば、忘れること

ができます。解決にはなりませんが、急場しのぎに

はなります。私の場合、怒りとか、人を傷つけると、

ひどく感情のバランスが崩れ、そうなると、飲まな

いと自分が持ちこたえられなくなりました。 

したがって、飲まないで生きるということは、私

の場合、怒らない、人を傷つけないということにな

ります。 

感情のバランスが崩れるのは、そのほか枚挙にい

とまがないという感じですが、18歳、大学生になっ

たばかりのとき、駅前をタバコを喫いながら歩いて

いると若い警察官が「おまえは、何歳だ」と詰問し

てきました。はたちだと答えると、干支（えと）を

いってみろと言い、しどろもどになってしまうと、

「未成年だろう」と叱責してきました。その瞬間、

私は激怒して、ポケットのタバコを道路にたたきつ

けて足で踏みにじり、脱兎のごとく逃げたのでした。

自分でも予期できない行動をとったのです。しかも、

その夜、怒りと恥辱に震えながら、飲みました。飲

まないと眠れそうもなかったのです。 

どうやら、私は、自分の不正などを指摘されると

激怒するという病的な反応をしてしまうようです。

不正が見つかれば、飲まずにはいられなくなるのは、

感情のバランスが異常に崩れたからです。 

私の場合、飲まないで生きるためには、不正など

をしないということは必須です。 

そうそう、二日酔いの朝のことがあります。私は

酒乱でしたから、最初は酒の座を盛り上げるのに懸

命ですが、酔ってくると、日ごろ少しでも不愉快だ

と感じている人がいると、大声で罵倒しだします。

職場の忘年会だったりすると、翌朝、死にたくなる

ほどの後悔をします。痛悔、自責、自己嫌悪、慚愧

（ざんき）で、息もできないくらいです。とても出

勤できません。休みにして、とりあえずビールを飲

みます。ちょっと、ほっとします。やれやれ、息が

できる感じです。休みだからと、ビールを日本酒、

水割りに変えてゆっくり飲みだすと、やがて酔いが

回ってきて「小さなことにくよくよするな」となり、

飲み続けて夕方になると、朝は死にたいと思ってい

たのに、「俺は全世界を敵に回してでも生きていく

ぞ、矢でも鉄砲でも持ってこい」となるのでした。 

このことは、私の場合、飲まないで生きるために

は、後悔するようなことをしてはいけないというこ

とを如実に示しています。 

こうして、少し振り返るだけでも、私の場合、感

情のバランスが崩れると、飲酒につながるというこ

とが実感として了解されます。 
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 全員が経験する感情の二日酔い          

私がアルコール専門病院に入院中、アルコール講

座で医師の説明に納得できなかった事柄に、ドライ

ドランクがあります。飲んでもいないのに飲んだと

同じような状態になると言われたので、了解できま

せんでした。 

いまならわかります。「私たち全員が経験する、

怒り、不安、嫉妬といった否定的感情が激化した結

果生じる、感情の二日酔い」(『12＆12』p116)のこ

とです。その状態になると「飲んでいっぺんにふっ

と楽になる感覚を再び体験せずにはいられなくな

る」(ビッグブック「医師の意見」)のもわかります。 

そのことは、私はＡＡに来てから再飲酒（スリッ

プ）の経験はありませんが、再飲酒にはしる仲間の

姿を見て、何度も何度も、思い知らされてきました。

そうした仲間の姿から学んだのは、感情の二日酔い

は、軽視してはいけない。再飲酒、自殺につながり

かねないということでした。もとより感情の起伏の

激しいアルコホーリクである私は、この20数年、感

情をおだやかに保つために、自戒に自戒をかさねて

きたのは、飲まないで生きるためです。 

 感情のソブライエティとは、謙虚のこと     

では、感情のバランスを保つためには、どうした

らいいのかということが問題です。感情のバランス

とは、わかったような、わかりにくいような言葉で

す。私は、言葉がわかりにくいときは、別の言葉に

置き換えて理解するようにしています。 

ＡＡの共同創始者ビル.Ｗは、ＡＡで酒がやめられ

たら、次に目指すものは「本物の成熟と心のバラン

スを深めていく」ことだと言っています（ベストオ

ブビル「愛」）。感情のバランスとは、心のバラン

スだと言うのです。でも、まだ、わかりにくいです。 

ビルは、心のバランスのことを感情のソブライエ

ティとも言い、さらに、この「心のバランスは、つ

まり、謙虚である」と指摘しています。 

（なお、未翻訳ですが『感情のソブライエティ』という書籍

がありますので、英語の堪能な方はご参照ください） 

つまり、感情のバランス＝心のバランス＝感情の

ソブライエティ＝謙虚、ということです。謙虚な状

態といわれると、ああそうかという感じがします。

仲間の中で「人格の変化」を起こしていく経験をか

さねていこうということです。 

 しあわせに生きるために             

そして、「私たちの心のバランスがかきみだされ

るのは、その原因が何であれ、自分の側に何か誤り

がある」のだから、棚卸をして、うぬぼれや誤った

プライドなどのあやまちを認めて正し、自制心をつ

ちかおうと提案されています(前掲『12＆12』)。 

私が瞬間湯沸かし器と皮肉られたのは、すぐに激

怒するからですが、あやまちの本質は、謙虚とは正

反対のうぬぼれ、嫉妬、傷ついたプライドなどだっ

たのでしょう。どうも私には、まわりの人たちから、

よく思われたい、素晴らしい人と思われたいといっ

た根深い感情があるようです。おろかなことです。 

 アルコホーリクは自分を正当化する       

アルコホーリクは誤った行動を正当化する傾向が

あるというのは、わが身に引き寄せて了解できます。 

「この巧妙でとらえどころのないひとりよがりな正

当化が、どんな小さな行動にもどんなささいな考え

方の中にも潜んでいることがある。このような弱点

を見いだし、認め、修正することを、日々の生活の

中で身につけることが、人格形成とよりよい生活の

ための核心なのだ」(『12＆12』p124)と提案されて

います。もって、心に銘すべしというところです。 

      ＜この項つづく＞  （この記事のビッグブックおよび『12

のステップと12の伝統』等からの引用は、ＡＡＷＳ社の許可を得て抜粋しました）

 

編集後記：ジャクソン神父さん、馬殿貞爾司法書士さん、ご寄稿ありがとうございました。厚くお礼申し

上げます。今号は、ＡＡ80 周年特集を組みました。アメリカジョージア州アトランタで開催されたイン

ターナショナルコンベンションに参加された方々から参加記を寄せていただきました。ご執筆に感謝申し

上げます。さらにまた、ＡＡ滋賀のみなさんのご寄稿にお礼申し上げます。 

 なお、毎号のことですが、ここに掲載された記事は、それぞれ個人の意見であり、 

ＡＡやＡＡ滋賀を代表するものでもなければ、その内容を編集部が支持しているとい 

うわけでもありません。 

 末筆ですが、執筆者、読者のみなさんのご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
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クローズドミーティング・・・ＡＡメンバーもしくは飲酒に問題があり“飲むのをやめたい願望”のある人だけのミーティング。 

オープンミーティング・・・・・・ＡＡのアルコホリズムからの回復のプログラムに関心のある人ならだれでも参加できます。 

ビッグブックミーティング・・・・・・・ＡＡの基本テキストの『アルコホーリクス・アノニマス』を使うミーティングです。 

ステップミーティング・・・・・ＡＡの『１２のステップ』を朗読し、回復の「ステップ」をテーマにしたミーティングです。 

リビングソーバーミーティング・・・・『どうやって飲まないでいるか』を使ってＡＡの生き方を分かち合うミーティングです。 

ビギナーズミーティング・・・・新しい人にＡＡが役立つように、ＡＡについての質問や疑問に答える形式のミーティングです。 

レディースミーティング・・・・女性のアルコホーリク本人たちだけで経験と力と希望を分かち合っているミーティングです。 

ビジネスミーティング・・・・・ＡＡの各グループの運営や、各係からの報告、ＡＡのサービス活動等について話し合います。 

バースデーミーティング・・・・・お酒を飲まないで過ごした年月を仲間とともに確認し、経験と力と希望を分かち合います。 

伝統ミーティング・・・ＡＡの『１２の伝統』を朗読し、ＡＡの活動等についての経験等を話し合うテキストミーティングです。 

DR（デイリー･リフレクション）ミーティング・・・・・・・・・・・ＡＡの書籍『今日を新たに』を使うミーティングです。 

＊以上についての詳細は、「ＡＡ滋賀」のホームページをご覧いただくか、ＡＡ滋賀の事務局にお問い合わせください。 

滋賀県内のＡＡグループ＜ＡＡ滋賀＞ミーティングご案内 

ＡＡ滋賀 事務局：大津市田辺町２－５ 

 ホームページ http://www.geocities.jp/shiganoＡＡ/  [ ＡＡ滋賀 ] で検索を  

≪お問合せは、090－3354－0850、FAX 077－537－5442、E-mail：cce57380@nyc.odn.ne.jp≫ 

  全国のＡＡ（連絡先等）  特定非営利法人（ＮＰＯ） ＡＡ日本ゼネラルサービス（ＪＳＯ） 

   〒171-0014 東京都豊島区池袋４－１７－１０ 土屋ビル３Ｆ 電話：０３－３５９０－５３７７ 

       h t t p : / / w w w . c a m . h i - h o . n e . j p /Ａ Ａ - j s o / 

     ＊北海道セントラルオフィス    ：０１１－５５７－４３２９  

     ＊東北セントラルオフィス     ：０２２－２７６－５２１０  

     ＊関東甲信越セントラルオフィス  ：０３－５９５７－３５０６  

     ＊中部北陸セントラルオフィス   ：０５２－９ １５－１６０２  

     ＊関西セントラルオフィス     ：０６－６５３６－０８２８  

     ＊中四国セントラルオフィス    ：０８２－２４６－８６０８  

     ＊九州沖縄セントラルオフィス   ：０９９－２４８－００５７ 

     ＊英語ミーティングの連絡先    ：０３－３９７１－１４７１           （2015.9） 

          ＡＡ滋賀のミーティング会場               

日曜日 1０:00～１１:００ ＊第２のみ（オープンＭ）        （オネスティ唐崎Ｇ）＜ボートハウス＞ 

    1０:00～１１:２０ ＊第４のみ（ビッグブックＭ・オープンＭ）（オネスティ唐崎Ｇ）＜ボートハウス＞ 

12:00～  ＊第２のみ バースデーミーティング＆各委員会・合同ビジネスミーティング 

  ＜メリノールハウス＞ 

   1５:00～1６:00＊第１・３のみ （ビッグブックM・クローズドＭ）（ハグ12すてっぷＧ）＜彦根会場＞ 

火曜日 19:00～20:00＊第２、第４のみ（オープンM）  (彦根Ｇ)           ＜彦根会場＞ 

水曜日 18:30～19:30毎週（オープンＭ）           (草津Ｇ)          ＜草津会場＞ 

土曜日 15:00～16:00＊第4のみレディースミーティング   (滋賀レディース)     ＜近江八幡会場＞  

17:15～18:15 （クローズドＭ）         (おおつ今日一日Ｇ)     ＜大津会場＞ 

＊第１のみビギナーズＭ  ＊第２のみリビングソーバーＭ  ＊第３のみ伝統Ｍ 

    18:30～19:30毎週（オープンＭ）   （おおつ今日一日Ｇ）         ＜大津会場＞ 

       ＊第１：ビッグブックＭ ＊第２：テーマＭ ＊第３：ステップＭ ＊第４：DＲ(デイリー･リフレクション)Ｍ  

       ★ＺＥＺＥ今日一日グループは、2015年4月1日から「おおつ今日一日グループ」と名称が変わりました。 

                     ≪Ｇ：グループ、Ｍ：ミーティングの略です。おタバコは喫煙場所でお願いします》 


